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ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ(UHC)の達成は持続可能な開発目標（SDGs）のタ

ーゲットのひとつに位置づけられており重要であり、学術誌での論文や総説も多く出

されている。歯科疾患は有病率が高いため社会全体での医療費負担も大きく、世界の

保健医療支出の 4.6%を歯科医療費が占める(1)。それにも関わらず、口腔保健はこれ

まで国際保健のなかで軽視されてきた歴史があり、UHCの達成も遅れている(2)。UHC

達成にむけた近年の国際的な機運の高まりは、歯科保健医療をプライマリ・ケアの枠

組みに組み込むまたとない機会であり、それを後押しする研究が世界的に求められて

いる(3)。 

このような国際的な流れの中で、歯科を含む国民皆保険を半世紀以上前に確立した

日本が社会的および研究上果たす役割は大きいと考えらる。日本の国民皆保険制度は

国際的に非常に高い評価を受けている(4)。歯科保健医療についても、日本は OECD各

国の中でも低い自己負担割合で基本的な歯科医療を受けることができ、歯科受診頻度

も突出して高い(5)。優れた歯科 UHCが達成されていることは日本の長所である。 

しかし、著名な国際学術誌である Lancetで日本の UHCの特集号が組まれた際に

は、歯科に関わる記述はなかった(6)。Lancetで歯科の UHCが議論された際にも、日

本の記述は無かった(3)。歯科 UHCに関する国際論文が飛躍的に増加しているにも関

わらず、日本からの論文が少なく、国際社会にアピールできていないことがその理由

として考えられる（図）。歯科 UHCの健康保護効果を明らかにした国際比較研究(7)

や、UHCを達成してもなお残りうる受診抑制(8,9)や健康格差(10)の問題を明らかにし

た研究が、歯科分野のトップジャーナルのひとつである Journal of Dental Research

などの国際誌に受理されている。そのような研究を推進することが、歯科学術界にお

いて日本のプレゼンスを高めるために必要であろう。国際的な文脈と、その中での日

本の状況を理解した研究により、日本が歯科分野の UHC研究で国際社会をけん引して

いける可能性が存在する。 
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図.歯科UHCに関係した国際論文出版数

(2021/9/28日時点、PubMedによる)
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